




要約:妊娠初期の超音波検査で在胎週数が評価できた 97 例の新生児を対象として、身体計

測値および New Ballard Score の 12 項目と角度の計測が可能な神経学的成熟度判定の 5

項目を用いて重回帰分析を行い、成熟度判定法の作成を検討した。在胎週数の予測式(B)

および(C)は、共に New Ballard Score よりも信頼性の高い判定法である可能性が示唆さ

れた。今後は多数例の極低出生体重児を対象として、今回作成した成熟度判定の予測式の

信頼性について検討する必要がある。


